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要 旨千菓県立中央博物館分館海の博物館では，開館した 1999 年（平成 11 年）から，資料研究事業の一

環で「房総半島周辺の海洋生物相とその特徴」を主題とした調査研究を行ってきた．本稿は 2010 年までの 11 年

余りの成果を，「魚類誌」「無脊椎動物誌」「泌類誌」および「その他」に分けて総括する．分類群ごとに，メンバー，

概要，主な研究成果，収集資料，発表論文・報告書等を記述する．
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千葉県立中央博物館分館海の博物館では，開館し

た 1999 年（平成 II 年）から，資料研究事業の一環で

「房総半島周辺の海洋生物相とその特徴」を主題とし

た調査研究を行ってきた．館内の研究体制を，研究職

員の専門分野に合わせて「魚類」「無脊椎動物」「藻類」

の 3 班に分け，主に班ごとに主題に合わせた調査研究

に取り組む「総合分野」と，各職員の専門性を活かして，

主題に関連したそれぞれのテーマをより深く調査研究

する「詳細分野」の 2 本立てで取り組んできた．また，

人事異動に伴い鳥類などの他の分類群を専門とする職

員が赴任した場合，主題に添って，それぞれの職員の

専門性を活かした研究を展開した．さらには，各職員

の専門としない分類群に関しても，必要に応じて，中央

博物館本館を始めとした他機関等の研究者との共同

研究の形で実施した．

2009 年 3 月で開館から 10 年が経過し，20IO 年 12

月 31 日現在，収集した資料は，写真資料 12,215 点，動

画資料 1,322 点，図書資料 1,877 点も含めて 58,395 点

に上り，多くの新知見が得られた．ここでは，閲館から

20IO 年 12 月までの II 年余りの成果を，班ごとに「魚

類誌」「無脊椎動物誌」「藻類誌」として総括し，また「そ

の他」として鳥類と哺乳類の研究成果について加えた．

本研究を実施するにあたり，県内外，また海外も含めて

多くの研究者や一般の方々，関係機関等にご協力いた

だいたことをここに感謝する．

魚類誌

メンバー： 望月賢二 (1999 年 3 月 -2001 年 3 月），

藍澤正宏 (1999 年 3 月 -2007 年 3 月），乃ー哲久 (1999

年 3 月 -2008 年 3 月）， )II 瀬裕司 (1999 年 3 月 -2008
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年 3 月， 2009 年 4 月～），中村裕明 (2009 年 4 月～）

概要： 千葉県勝浦市を中心に，館山，小湊，鴨）II, 

銚子など房総半島各地の沿岸域で魚類標本および映

像資料（写真・動画）の収集を行った．また，房総半

島の魚類誌の特徴を把握するため，伊豆大島（南方域

との比較），宮城県志津川（北方域との比較），京都府

舞鶴（日本海側との比較）などで標本・資料の収集を

行った．

収集資料：魚類標本 14,341 点を収集し，登録・保管

した (2010 年 12 月 31 日現在）．

主な研究成果：

I) 房総半島各地における資料収集と既存の知見から，

千葉県産魚類として 1,100 種が記録された．

2) 房総半島に来遊する熱帯性の死滅回遊魚のうち，

チョウチョウウオ科 5 種の耳石日周輪を解析したと

ころ，浮遊生活期間は 26-63 日であることが明らか

となった．

3) 館山沿岸で見られるカワハギ科 6 属 7 種のうち，力

ワハギ，ヨソギ，アミメハギ，アオサハギの 4 属 4 種

で繁殖が確認・示唆された．

4) 勝浦沿岸に生息しているウツボの生殖腺の組織学

的観察を行ったところ，繁殖期は 5 月から 7月である

ことが明らかとなった．

5) 海の博物館前の磯（勝浦市）にできるタイドプール

に出現する魚類を継続的に調べたところ，温帯種の

稚魚が出現する時期は年によって大きな差はないの

に対して，熱帯種の稚魚では 1 カ月以上の差が見ら

れた．

発表論文・報告書等：

望月賢二（監修）. 1999. 紀州・熊野採集日本産魚類図譜．

335 pp. はる害房，東京．



菊地則雄・奥野淳兒・川瀬裕司

鈴木寿之・瀬能宏・岩田明久・藍澤正宏. 1999. 日本に

おけるウスゲショウハゼ（新称）の記録．伊豆湘洋公

園通信 10(8): 4-7. 

川瀬裕 n"j. 1999. モンガラカワハギ上科魚類の繁殖行動

とその進化. !11 松油啓ー・宮正樹（編），魚の自然史

—水中の進化学， pp. 181-195. 北海道大学図害刊行会，

札幌．

望月喪二．悔生動物. !11 千葉県史料研究財団（編），千艇

県の自然誌本編 7 千葉県の動物 2—悔の動物ー（分担

執筆）. pp. 432-635. 千葉県，千葉市．

藍澤正宏. 2000. ガンギエイ科： 164-174, ウスエイ科：

175, カライワシ科： 188, イセゴイ科： 188, ソトイワ

シ科： 189, ギス科： 189, セムシウナギ科： 241, ソコイ

ワシ科： 284-286, デメニギス科： 287-288, ワニトカゲ

ギス日： 305, ヨコエソ科： 306—310, ムネエソ科： 311-

317, ギンハダカ科： 318ー321, ホウライエソ科： 322, ワ

ニトカゲギス科： 323, トカゲハダカ科： 324-329, ホテ

ィエソ科： 330ー344, ホウキボシエソ科： 345, ミツマタ

ャリウオ科： 346, シャチプリ科： 347-348, クサアジ科：

401, アカマンボウ科： 402, カクレウオ科： 445-448, カ

プトウオ科： 477-480, アンコウィワシ科： 481, アカク

ジラウオダマシ科： 481, クジラウオ科： 482-483, トク

ビレイワシ科： 484, ソコクジラウオ科： 484, サヨリ

科： 548ー551, トビウオ科： 552-56 I, ダツ科： 562—563, 

サンマ科： 564, アゴアマダイ科： 741—743, アマダイ

科： 782ー783, キツネアマダイ科： 784-785, イトヨリダ

イ科： 847—855, アサヒギンポ科： 1087, コケギンポ科：

1088-1089, イソギンポ科： 1090-1119, ハリセンボン科：

1432-1434. In 中坊徹次（監），日本産魚類検索—全種

の同定—第二版，東海大学出版会，東京．

鈴木寿之・瀬能宏・坂本勝ー・岩田明久．藍澤正宏．

2000. ナガセハゼの記録およびマツゲハゼに I対する分

類学的 i::n岨．伊豆悔洋公園通信 II (6): 2—6. 
鈴木寿之・瀬能宏・坂本勝ー・岩田明久．藍澤正宏．

2000. 西表島から得られたサルハゼ属 4 種について．

伊豆湘洋公園通信 11 (7): 2—7. 

乃ー哲久. 200 I. ヒラメは何を食べ，何に食べられてい

るのか. In 千田哲毀・南卓志• 木下呆（編），椎魚の

自然史， pp. 125-141. 北海道大学図布刊行会，札幌．

Aizawa, M. 2002. Stomiiformes, Veliferidae, Lampridi<lae, 

Carapidae, Stephanoberyciformes, Exocoetoi<lei, 

Blennii<lae, Diodontidae. !11 Nakabo, T. (ed.), Fishes of 

Japan with pictorial keys to the species, English edition, 

Tokai Univ. Press, Tokyo. 

川瀬裕司. 2002. 千策県館山海底谷の海底地形と生物—

自走式水中テレビカメラによる観察—．千葉県立中央

博物館自然詰研究報告 7: 5-12. 

Kawasc, H. 2002. Simplicity and diversity in the reproductive 

ecology of triggcrfish (Balistidae) and filcfish 

(Monacanthidae). Proc. 70th Anniversary of JSFS. 119-

122. 

藍澤正宏. 2003. ワニトカゲギス目• アジ科• ハゼ科·

ボラ科. In 井田齊・松浦啓一（監），小学館の図鑑

NEO 「魚」，小学館，東京．

乃ー哲久・山口勝秀・玉本泰之. 2003. 長崎県大瀬戸町

雪油川の陸封アユ：こついて．長崎県生物学会誌 (56):

—2-

1-6. 

Kawase, H. 2003. Maternal egg care in the bridled triggerfish, 

Su/flamen 介aenatus (Balistidae) at Hachijojima Island, 

Japan. Nat. Hist. Res, 7 (2): 193-197. 

川瀬裕司. 2003. 千架県館山湾におけるカワハギ科魚

類の繁殖行動．千薬県立中央博物館自然誌研究報告

7(2):85 —88. 

Kawase, H. 2003. Spawning behavior and biparental egg 

care of the crosshatch triggerfish, Xanthichthys mento 

(Balistidae). Env. Biol. Fish. 66: 211—219. 

川瀬裕司. 2003. 平成 15 年度マリンサイエンスギャラ

リーガイドブック子育てする魚ー自分の子供を残す

ための巧みな工夫-. 12 pp. 千葉県立中央博物館分館

悔の博物館，勝油市．

荒尾一樹．藍澤正宏. 2004. 三重県尾鷲市で採集された

イドミミズハゼ．南紀生物 46:25—28.

藍澤正宏. 2005. 第 5 序，悔や海辺の動物. /11 千菓県臼料

研究財団（編），千艇県の自然誌別編 3, 千葉県の動物

写真集（分担執筆）， pp.267--447. 千菓県，千葉市．

Kawase, H. 2005. Fast maturity and spawning within an 

initial reproductive season of Japanese filefish, Rudarius 

ercodes (Pisces: Monacanthidae). Nat. Hist. Res. 8 (2): 53 

—56. 

Kawase, H. 2005. Spawning behavior of the pygmy 

leatherjacket Brachaluteres Jae紅011ic11111s (Monacanthidae) 

in southeastern Australia. Ichthyol. Res. 52: 194--197. 

川瀬裕司. 2005. 悔の生きもの観察ノート 4 海に潜って

魚の繁殖行動を観察しよう. 24 pp. 千槃県立中央博物

館分館海の博物館， II券油市．

乃ー哲久 ·Subiyanto· 平田郁夫. 2006. 九J、 l·I 西岸の砂浜

海岸におけるホシガレイ着底仔稚魚の出現と食性．日

本水産学会誌 72: 365ー373.

藍澤正宏. 2006. 平成 17 年度マリンサイエンスギャラ

リー～これもハゼ，これでもハゼ～ハゼの世界. 24 

pp. 千葉県立中央博物館分館海の博物館，勝浦市．

乃ー哲久. 2007. 徳島県つるぎ町半田川の魚類相と流程

分布．徳島県立hり物館研究報告 (17): 53-73. 

Kawase, H. 2007, A list of'reef fishes and their reproductive 

ecology in the coastal waters of the Sydney area based on 

undenvater photographs and movies. Nat. Hist. Res. 9 (2): 

63-69. 

Yano, K., M. Miya, M. Aizawa and T. Noichi. 2007. Some 

aspects of the biology of the goblin shark, Mitsukuri11a 

011ｷsto11i, collected from the Tokyo Submarine Canyon and 

adjacent waters, Japan. lchthyol. Res. 54: 323ー332.

川瀬裕司. 2010. 海の生きもの観察ノート 9 磯の魚を観

察しよう. 30 pp. 千策県立中央博物館分館海の博物館，

勝補市．

無脊椎動物誌
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西栄二郎 (1999 年 3 月），奥野淳兒 (1999 年 3 月～），

立川浩之 (1999 年 3 月 -2010 年 3 月），柳研介 (1999

年 4 月 -2009 年 3 月），村田明久 (1999 年 4 月～）
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概要： 房総半島の海産無脊椎動物相を解明する目

的で，千葉県勝浦市を中心に県内各地で継続的に標本

を収集した．無脊椎動物の多くは，生時の色彩が種を

同定するための重要な形質となるため，収集した資料

はできる限り新鮮な状態で撮影することに努めた．ま

た，無脊椎動物というくくりには多様な分類群が含ま

れており，メンバーの専門性からかけ離れているグルー

プも少なくない．従来の博物館では，職員の専門以外

の分類群はたとえ普通種であっても資料の収集・保管

がなされていないことが多く，博物館のコレクションが

地域のファウナを調べる基礎資料となるにはぽど遠い

状態にあるのが現状である．そこで海の博物館でぱ，

専門以外の分類群の標本も積極的に収集するため，「無

脊椎動物班一斉調査」を勝浦市吉尾，館山市沖ノ島，

木更津市小櫃川河口干褐，いすみ市夷隅川河口干潟，

銚子市君が浜（以上潮間帯での徒手による採集），勝

浦市鵜原島，鴨川市磯村地先，館山市波左間地先（以

上スクーバ潜水による採集）において実施した．

収集資料： 刺胞動物標本 5,924点，甲殻類棟本 2,513

点，軟体動物標本 9,200 点，棘皮動物標本 1,560 点，

その他の分類群 672 点の計 19,869 点を登録・保管し

た (2010 年 12 月 31 日現在）．

主な研究成果：

学術論文等で公表された研究成果は次の辿りであ

る．

］）甲殻亜門十脚目において，本研究プロジェクトで採

集された千莱県産の標本に基づき，以下の 4 種が

新種として記載された：ハクセンアカホシカクレエ

ビ Ancylomenes kobayashii (Okuno and Nomura, 

2002); アカホシカクレエビ A I ncv omenes s Jecｷ1os11s I 
(Okuno, 2004): ボウシュウアナエビ Liloraxius

boshu Kornai and Tachikawa, 2007; コモレビアカモ

エビ Lysmata lipkei Okuno and Fiedler, 2010. 特に，

ボウシュウアナエビとコモレビアカモエビについて

は，海の博物館に近い勝浦市鵜原がタイプ産地とな

る．

2) 花虫綱ウメボシイソギンチャク科のアオホシイソギ

ンチャク Anthopleura atodai Yanagi and Daly. 2004 

が，千菓県を含む多数の本州産の標本に）西づき，新

種として記載された．

3) 本研究プロジェクトで採集された千葉県産の標本

に基づき，以下の海産無脊椎動物が本県に分布

していることが報告された：刺胞動物門鉢虫綱の

ュウレイクラゲ Cyanea nozakii Kishinouyc, 1891; 

扁形動物門渦虫綱のムラサキニセツノヒラムシ

Pseudoceros atropurpureus Kato, 1934; 環形動物

門多毛綱のウバラカンザシゴカイ Spirobranchus

paumo/anu.1・ (Chamberlin, 1919), ウロコムシ科の一

種 Hololepidella sp., パンダスイクチムシ Myzos/oma

labatum Grart: 1877; 甲殻亜門十脚目のアカスジ力

ー3-

クレエビ Ma11ipo111011iapsamathe (De Man, 1902), 

オドリカクレエビ Ancylomenes mag11ific11s (Bruce, 

1979), フタバゴイシガニ Palapedia truncat/f,·ons・

(Sakai, 1974), シンイ ホテガニ Neoac/111111111s

convexus Sakai, 1964. 

4) 鴨川市磯村地先で採集されたコマチイバラモエピ

Lebbeus comanlhi Hayashi and Okuno, 1997 の抱卵

雌から得られた幼生によって，本種がデカポディッド

幼生の段階で孵化する種であることが明らかになり，

そのために本種の分布域が外房と相模灘に限定され

ていることが示唆された，

5) 従来，紀伊半島以南でしか確認されていなかったコ

ウィカ目のトグロコウィカ Spirula spirula (Linnaeus, 

1758) の漂着が， 11翡川市で発見された．
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藻類誌

メンバ＿： 菊地則雄 (1999 年 3 月～），宮田昌彦

(2009 年 4 月～）

概要：分館悔の博物館のある千菓県勝浦市を中心

に，重点地域として千菜県南部の館山，大房岬周辺，

北部の銚子周辺，および東京湾奥の浦安市沿岸におい

て，湘藻および湘産種子植物の標本収集を行い，各地

の悔産植物相について，標本リストを作成（または作

成中）し，その特徴を明らかにした．また，勝浦市を中

心として大型淡水藻類についても注目し，標本収集を

行っている．また，特に紅藻アマノリ属について，国内

各地で生育状況調査を行い，千葉県内からは絶滅危惧

種であるアサクサノリやカイガラアマノリの生育地を確

認した．その他，共詞研究者とともに，原始紅藻類を

中心に，形態，生活史，DNA 解析等の研究を行い，新

分類群の創設，屈の変更等分類学的研究を継続中で

ある．これらの結呆を基に，一般向け冊子「海の生き

もの観察ノート 2 悔藻を観察しよう」を執筆し，企両

展示「平成 18 年度マリンサイエンスギャラリーアサク

サノリーノリの自然誌—」を企[1hj· 実施した．

収集資料： 県外やiiザ外産も含み，藻類 6,643 点およ

び悔産種子植物 72 点の標本を収集，登録し，保管し

ている (2010 年 12 月 31 日現在）．うち千葉県産は藻類

6,304 点，海産種—f植物 60 点である．

主な研究成果：

I) 勝浦市の藻類・悔産種子植物相として，藻類 233 種

（うち海藻 231 種，大型淡水藻類と陸生藻類 2 種），

悔産種子植物 3 種の生育を明らかにした．

2) 館山市坂田・波左間周辺の海藻・海産種子植物相

として，海藻 239 種，海産種子植物 2 種の生育を明

らかにした．

3) 南房総市大房 1liljl周辺の悔泌・海産種子植物相とし

て，海藻 173 種眉）i産種子植物 1 種の生育を明らか

にした．

4) 千棠県内における紅藻アマノリ属の絶滅危惧種アサ

クサノリとカイガラアマノリの生育地を明らかにした．

5) 千菜県初記録として，海藻 18 種の生育を明らかに

した．

6) 千葉県内で採集された個体を基に，数種について，

形態および生活史等の観察を行い，紅藻 2 種の分

類学的再検討を行った．

7) 他機閲研究者と共同で，紅藻ベニミドロ目，エリスロ

ペルティス目およびウシケノリ目の種類について，形

態および DNA 解析を用いた系統分類学的研究を行

い，新分類群等の記載を行った．
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その他

メンバー：

鳥類： 布留川毅 (2007 年 4 月 ~2009 年 3 月）

概要：分館海の博物館周辺を中心に海岸域に生息す

る鳥類を定期的に調査し，その結果を基に，一般向け

冊子「海の生きもの観察ノート 8 海の鳥を観察しよう」

を執筆し，企画展示「平成 20 年度収蔵資料展海辺の

鳥たち～豊かな房総の海に舞う～」を企画・実施したま

た，分館海の博物館周辺の鳥類や哺乳類に関して，各

研究職員が他機関の研究者等と随時共同研究を行っ

た．

収集資料： 鳥類に閲しては，収集された事故死個

体のうち一部を剥製として保管した．哺乳類に閲し

ては，千葉県立中央博物館に保管している．

主な研究成果：

I) 勝浦市沿岸の鳥類相を明らかにした．

2) 千葉県南東部における哺乳類のロードキルの状況

を明らかにした．
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Since 1999, the research staff of the Coastal Branch of 

Natural History Museum and Institute, Chiba, has carried 

out studies on the characteristics of marine fauna and flora 

of the Boso Peninsula, Honshu, Japan, entitled as "Natural 

History of Marine Organisms of the Boso Peninsula" . 

Herein, we summarize the results of the studies carried out 

by 2010. 




